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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 切旦（チェダン）氏の『チベットのコンポと日本の大黒天について』は、一般に大黒天
と呼ばれる神のチベットにおける展開と、日本における変容について扱ったものである。 
 インドのマハーカーラ神は、日本においては大黒天と呼ばれる。しかし、チベットにお
いてはグル・コン、あるいはコンポと称され、様々なバリエーションが存在する。チベッ
トでは武神、財神としてのコンポがあり、黒コンポ、白コンポなどが存在する。いくつか
の神像は多面多臂であり、持ち物もかなり異なっている。 
 日本において大黒天は福の神としての機能が強く、七福神のひとりでもある。しかし、
これも平安時代の形象よりかなり変容している。また、大国主と名称が似ていることから
混同され、いまの大黒天はこの両者が結びついた神となっている。こういった大黒天の文
化交渉における変容を本論文では検討する。 
 本論文の構成は以下の通りである。 
 
序論 
第１章 サキャ派の主尊グル・コン（宝帳大黒）戦闘神について 
第２章 グル・コン＝両身宝帳護法の神格と伝承、役割 
第３章 ゲルク派の主尊黒コンポ一面六臂 
第４章 チベット財神白コンポ一面六臂 
第５章 日本における大黒神の変遷について 
第６章 大国主命と大黒天の接触 
第７章 日本における三面大黒天 
結論 
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第１章「サキャ派の主尊グル・コン（宝帳大黒）戦闘神について」では、マハーカーラ
から変容したグル・コンの信仰がどのように発展していったかの過程を追う。そもそも、
グル・コンはリンチェンサンポがその信仰を広めるにあたって重要な役割をはたしたもの
である。そしてサキャ派がこれを護法尊として尊崇したことから、チベット全体に展開し
ていく。さらに、チベット密教が中国に広がるにつれて、中国各地でも祭祀が行われるよ
うになった。 
第２章「グル・コン＝両身宝帳護法の神格と伝承、役割」では、グル・コン信仰の発展
について分析する。グル・コンはチベットからモンゴルに信仰が広まり、重視された。グ
ル・コンはまた宝帳護法と呼ばれ、一面二臂三眼の忿怒相で黒い姿をしている。チベット
密教の展開とともに、元朝や清朝においても一部で重視されていた。 
 第３章「ゲルク派の主尊黒コンポ一面六臂」では、ゲルク派におけるコンポの信仰につ
いて取りあげる。大黒はまたコンポとも称され、ゲルク派では一面六臂の黒コンポという
神格が重視される。これはまた一面三眼六臂の形象を持つ。一方で、四面六臂の像も存在
する。黒コンポ像はヒンドゥーのガネーシャ神を踏みつけることが多い。すなわち、黒コ
ンポ自体がガネーシャ神との関連性が深いことが判明する。 
 第４章「チベット財神白コンポ一面六臂」では、白コンポについて分析する。白コンポ
は財神とされ、一般に一面三眼六臂の形象を持つ。やはりガネーシャ神を踏みつけるもの
が多い。 
第５章「日本における大黒神の変遷について」では、チベットにおけるマハーカーラの
変容と比較する形で、日本の大黒天の形象について分析する。日本の古い大黒天像は、太
宰府の観世音寺に蔵する立像であり、これは現在の像とかなり異なった姿をしている。さ
らに恵比寿神との混交から、財神としての性格を強めることになる。 
 第６章「大国主命と大黒天の接触」では大黒と大国主の混交について扱う。大黒と大国
主はともに「ダイコク」という発音を有することから、混同が進むことになった。ただ天
台宗においては、また別個の姿であるの大黒天の像が伝わっている。しかしこちらは一般
的な像とはならなかった。現在は、大黒天と大国主の合体による笑面の像が広く知られて
いる。 
 第７章「日本における三面大黒天」では、三面大黒について扱う。三面大黒天はかなり
特殊な形象で、大黒天と毘沙門天・弁財天が三面となって合体した像を持つ。これはおそ
らくチベットにおけるコンポとの関連が想定されるもので、非常に興味深い。 
 このように、本論文ではヒンドゥー教のマハーカーラ神が、チベットや日本においてど
のように変容していったかを分析する。時に非常に荒い推定も見られるが、本論文の分析
により、これまで明らかでなかったコンポ、グル・コン、大黒天の有する複雑な関係性の
一部が解明されたと考えられる。 
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
  
これまで、チベットのサキャ派やゲルク派において、コンポやグル・コンがどのように
祭祀され、また異なった性格を持つのかについてはあまり分析されてこなかった。本論文
ではその点に留意し、護法神、財神などの性格について、その形象をもとに分析する。こ
れは非常に価値があると思われる。 
 一方で日本の大黒天の変容については、大国主や恵比寿との関連など、これまでの説を
整理したのみで、やや発展性に欠ける議論に落ち着いている。しかし三面大黒については
新しい見解を含むものだと思われる。これらについては、もっとこれから分析を深めて議
論を深めて欲しい。とはいえ、新しい論議を進めるための材料を提供できたことについて
は評価したい。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
